
授業科目 基礎ゼミ ll

【担当ば品女員 凡 ： 位 ［ ：口←［：：ぃ;:圧：し、準必修

【概要及び学習目標】

概要

これは、第 1学年を対象に、原則全教員による全学生を対象とした、基礎ゼミ lの継続版です。準必修という位匿

づけですから全員選択してください。 教員 1人に各学科学生の混成 10人程度の小グループで、一つのテーマにつ

いて協議してまとめ、優秀グループは全体会の場で発表する。

なお、人間性豊かな社会の形成に寄与する有為な QOLサポーターの育成を目指した本学の基本方針に則し、学部・

学科間の垣根を越えて相互交流し、協力し合って問題解決に当る姿勢と人間尊重の精神を涵養する基礎ゼミ IIは、本

学の特色の一つである。

学習目標

1 異なった専門職種で構成するグループの一員として、友好的雰囲気の中で自分の意見を積極的に述べ、協力

して問題解決に参加することが出来る。

2 他者の意見について、共通する部分、相違する部分を整理・検討し、自らの意見を述べることが出来る。

3 問題について分析するプロセスと方法論を身につける。

4 コミュニケーションスキル（日本語技法：読み方、書き方、聞き方、話し方）を身につける。

5 本に親しみ、本を読む習慣「読書の楽しみ」を身につける。
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回 学習の主題

オリエンテーション

「学長講演」

テーマについて協議

「医療技術学部長講演」

テーマについて協議

「社会福祉学部長講演」

テーマについて協議

アドバイザーミーティングデイ

テーマについて協議

1 0 テーマについて協議

1 1 全体発表会

1 2 全体発表会

1 3 アドバイザーミーティングデイ

1 4 アドバイザーミーティングデイ

1 5 総まとめ

協議テーマ、学習の主題・内容については追って協議の上連絡します。 以下は例示です。

学習内容

基礎ゼミ llの目標、構成、内容の説明と参加者の自己紹介

協議テーマに沿った学長講演

（グループごとにテーマについて協議）

協議テーマに沿った学部長講演

（グループごとにテーマについて協議）

協議テーマに沿った学部長講演

（グループごとにテーマについて協議）

基礎ゼミ 1の教員が前期に担当した学生とミーティング

（グループごとにテーマについて協議）

同上

優秀作品の発表会 (30分X3グループ）

優秀作品の発表会 (30分X3グループ）

基礎ゼミ 1の教員が前期に担当した学生とミーティング

基礎ゼミ 1の教員が前期に担当した学生とミーティング

基礎ゼミ llの総まとめ

学習 方法

（小グループ）

全学合同
（小グループ）

全学合同
（小グループ）

全学合同
（小グループ）

（小グループ）

（小グループ）

（小グループ）

全学合同

全学合同
（小グループ）

（小グループ）

（小グループ）

【評価方法】
次の①②により合否の判定をする。

① 授業参加（出席し、チーム討議に積極的に参加）の状況

② 各回レポート提出状況

【履修上の留意点】

授業は聞くだけといった受け身の態度でなく、積極的に参加し、質問し、答え、共に考え、一緒にこの科目を作って

いくことを大切にしたい。

【使用図書】

教科書・参考書別 書

教科書 なし

参考書 適時紹介する

名 著者名 発行所 I発行年・価格・その他
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